実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態


インターネットによる検索は，４月に実施したアンケート結果からほとんどの生徒が体験済みであり，家庭にインターネット環境がある生徒についてはかなり慣れている。ただし，検索エンジンを比べてみたことはあまりない。また，AND検索・NOT検索・OR検索については初めて経験する生徒も多い。
　　○　実習環境，使用ソフト等

　パソコン教室には，サーバー１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータが，LANでつながっており，インターネット接続が可能である。また，授業支援ソフトでの教材ファイルの配布･回収が可能である。
３．実践内容

　　検索エンジンについての説明の後，ディレクトリ型とロボット型の検索エンジンの両方で同様の検索を行ってみた。使用する検索エンジンによって，検索数の違いや検索結果の違いを調べ，それぞれの特徴を把握する。次に，事業所名を入力し，事業所調査表の各項目について調べる。検索実習の題材として同名の事業所名は全国にあるので，ＡＮＤ検索で絞込み検索を行うことにより目的の事業所を見つける。
４．実践結果と考察

　　「総合的な学習の時間」における事業所訪問を題材にした。事業所を調べるときに，同名の事業所が全国にあることが多く，ＡＮＤ検索にスムースに入ることができた。

５．今後の課題

　　「総合的な学習の時間」との連携により，互いの授業が有意義なものになったので題材としてよかった。ただし，授業の進度と行事日程がうまくかみ合うかどうか年によって違うであろう。インターネットによる検索は，本時の検索内容以外のサイトを見ている生徒が出てしまうので，注意深く生徒の動向を見ている必要がある。
